伊澤ヱイ作品「小鳥と青空」のダンス指導に関する一考察 by 和田 春恵
































































































































































































































苦労した動きがあると答えた 194名中 189名 (9
7%)が克服する努力をしたと答えていた。
その方法は図 7で示すように、 189名中 46名 (2
4%）が「自主練習＋友人や教員に教わった」、 44





















































































































































































感想 人数 ％ 
1 最初はできないと思ったが頑張って
できるようになりうれしかった 104 46% 
2 頑張ったところを認められた 2 1% 
3 東女独特の動きを覚えられてうれしい 6 3% 
4 授業が楽しかった 22 10% 
5 楽しく踊れてよかった 41 18% 
6 友人と教え合えたので楽しかった 5 2% 
7 もう少し練習すればよかった 7 3% 
8 よい経験になった・勉強になった 4 2% ， 難しかったのでもうやりたくない 15 7% 
10 無回答 20 9% 
V.まとめ
「小鳥と青空」に関しては、 43％の受講生が好き
と答えていた。
苦労した動きでは、 3拍子のしっとりした「動ぎD」
を挙げている受講生が38％という結果であった。
理由としては手と足が複雑に変化する動き方に苦
慮していたことが明らかになった。
克服した方法に関しては、分からない動きを友
人や教員に教わったり、自主練習をしたり、積極
的に昼休みの補講に出るなど、試験に合格するた
めに努力していたことが明らかとなった。
好きな動き・嫌いな動きに関しては、いずれも「動
きD」が1位に挙げられ、「時間をかけて練習をして
できるようになったから好きになった」という回答の
一方、「難しい、覚えられない、うまくできないから
嫌い」という両極端の結果が明らかとなった。「動
きD」は「小鳥と青空」の重要なポイントとなることが
確認できた。
本研究により、今後「小鳥と青空」を指導する際、
受講生が苦慮している「動きD」「動きB」「動きC」
「動きE」を脚の動き、腕の動きを区切り、それぞれ
しっかり把握させて、全身の動きとして覚えさせる
ことに留意していくことが重要であることが明らかと
なった。
今回の研究では表現に関する設問を設けなかっ
たため、「小鳥と青空」という作品のイメージを意識
したかどうかは明らかにはならなかったが、今後作
品を踊るために必要な表現方法についての研究を
深め、指導法に役立てていきたい。
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